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   1．研究者になろうとしたきっかけ 

研究を通して、世界中の方やこれからの未来の方にも役立つ支援ができればと思い研究者を

志しました。 

 

2．助成研究の紹介 

AYA世代の方の未だに満たされていないニーズ（アンメット・ニーズ）を理解し、アンメット・ニー

ズへの支援を提供することが求められます。しかし、AYA 世代の方のアンメット・ニーズの検

討は十分ではありません。そこで本研究では、AYA 世代の方のアンメット・ニーズと関連する

要因を検討し、支援プログラムを提案したいと考えています。 

    

3．前年度からの研究の進捗状況 

医療者を対象に AYA 世代の方のニーズやニーズの引き出し方について話し合いを行いまし

た。この話し合いと先行研究の結果を参考にして、AYA 世代の方を対象としたアンケート調査

を実施し、アンメット・ニーズとその支援策を検討したいと考えています。 

    

4．全国の RFL 関係者に一言 

AYA 世代の方へのより良いケアの実践に向けて研究を推進していきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

    

 


